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経
営
組
織
論
に
つ
い
て
学
ぶ
経
営
学

部
・
杉
田
博
ゼ
ミ
生
で
、
と
も
に
起
業

を
考
え
て
い
る
と
い
う
鈴
木
舞ま

桜お

さ
ん

（
経
営
３
・
宮
城
県
多
賀
城
高
）
と
山

野
彰
治
さ
ん
（
経
営
３
・
熊
本
県
専
大

玉
名
高
）。
　

　
ゼ
ミ
長
を
務
め
る
鈴
木
さ
ん
は
「
経

営
論
や
組
織
論
、
成
功
し
た
経
営
者
の

メ
ソ
ッ
ド
な
ど
、
将
来
に
役
立
つ
知
識

を
得
る
こ
と
が
で
き
て
い
る
。
デ
ィ
ス

プ
レ
ー
の
仕
方
な
ど
、
視
覚
効
果
が
お

客
さ
ん
に
与
え
る
影
響
に
興
味
が
あ
る

の
で
、勉
強
し
て
い
き
た
い
」と
話
す
。

　
杉
田
ゼ
ミ
の
大
き
な
活
動
が
高
大
産

連
携
の
「
こ
め
ぼ
こ
商
品
化
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
」。「
こ
め
ぼ
こ
」
は
新
た
な
ご
当

地
名
物
を
目
指
し
、
石
巻
北
高
校
、
宮

城
県
水
産
高
校
、
地
元
の
高
橋
徳
治
商

店
な
ど
と
協
力
し
て
開
発
し
た
揚
げ
か

ま
ぼ
こ
。
杉
田
ゼ
ミ
は
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン

グ
と
販
売
を
担
当
す
る
。
ア
ン
ケ
ー
ト

を
も
と
に
、
昨
年
７
月
に
は
東
北
楽
天

ゴ
ー
ル
デ
ン
イ
ー
グ
ル
ス
の
公
式
戦
で

販
売
。
鈴
木
さ
ん
、
山
野
さ
ん
も
販
売

ブ
ー
ス
に
立
ち
、
１
２
０
０
パ
ッ
ク
を

完
売
し
た
。
山
野
さ
ん
は
「
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
に
参
加
す
る
こ
と
で
、
商
品
の
売

り
方
や
Ｐ
Ｒ
の
仕
方
を
、
実
践
を
通
し

て
学
ぶ
こ
と
が
で
き
る
」
と
語
る
。

　
今
年
も
東
北
楽
天
ゴ
ー
ル
デ
ン
イ
ー

グ
ル
ス
の
公
式
戦
で
販
売
を
予
定
し
、

石
鳳
祭
（
10
月
12
、
13
日
）
で
の
販
売

も
決
定
。
山
野
さ
ん
は
「
全
国
的
な
知

名
度
を
上
げ
る
ア
イ
デ
ア
を
考
え
、
提

案
し
た
い
」
と
意
気
込
み
を
見
せ
る
。

　
杉
田
教
授
は
「
多
く
の
人
が
関
わ
る

活
動
で
は
、
何
か
を
進
め
る
場
合
に
全

員
の
コ
ン
セ
ン
サ
ス
を
得
る
こ
と
が
重

要
。
そ
の
際
、
単
な
る
思
い
付
き
で
は

な
く
、
エ
ビ
デ
ン
ス
に
基
づ
い
た
ア
イ

デ
ア
を
提
案
し
、
そ
れ
を
承
認
し
て
も

ら
う
。
そ
う
し
た
プ
ロ
セ
ス
を
身
に
つ

け
て
ほ
し
い
」
と
話
し
た
。

　
ア
メ
リ
カ
と
ハ
ワ
イ
の
歴
史
を
学
ぶ

人
間
学
部
人
間
文
化
学
科
の
目
黒
志

帆
美
ゼ
ミ
。
毎
週
、「
移
民
」
や
「
宗

教
」
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
切
り
口
か
ら
活

発
な
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
行
っ
て
い

る
。

　
ゼ
ミ
生
た
ち
は
、
目
黒
助
教
か
ら
提

示
さ
れ
た
文
献
を
事
前
に
読
み
込
み
、

レ
ジ
ュ
メ
に
ま
と
め
て
臨
む
。

　
鹿
野
吉
平
さ
ん
（
人
間
３
・
宮
城
県

迫
桜
高
）
は
、「
ア
メ
リ
カ
の
個
人
主

義
思
想
が
興
味
深
い
。
日
本
人
の
考
え

方
や
文
化
と
の
違
い
を
感
じ
て
い
る
」

と
ゼ
ミ
で
の
学
び
を
語
り
、「
文
献
を

読
み
込
み
、
レ
ジ
ュ
メ
を
作
成
す
る
こ

と
で
、
要
点
を
ま
と
め
る
力
が
付
い

た
」
と
話
す
。

　
目
黒
助
教
が
「
優
れ
た
洞
察
力
で
冷

静
に
物
事
を
分
析
し
て
い
る
」
と
評
価

す
る
熊
谷
涼
夏
さ
ん
（
人
間
３
・
宮
城

県
小
牛
田
農
林
高
）
は
、「
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ

（
性
的
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
ー
）
に
つ
い

て
、
日
本
で
は
ま
だ
理
解
が
進
ん
で
い

な
い
と
思
う
。
ハ
ワ
イ
、
ア
メ
リ
カ
の

文
化
と
絡
め
て
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
を
テ
ー
マ
に

研
究
を
進
め
た
い
」
と
意
欲
を
示
す
。

　「
目
黒
先
生
は
ど
ん
な
質
問
に
も
即

答
し
て
く
れ
の
で
、
理
解
が
深
ま
る
」

と
話
す
安
孫
子
由
弥
さ
ん
（
人
間
３
・

宮
城
県
仙
台
育
英
学
園
高
）
は
、「
第

二
次
世
界
大
戦
中
に
ア
メ
リ
カ
や
ハ
ワ

イ
に
住
ん
で
い
た
日
系
人
に
つ
い
て
興

味
が
あ
り
、
目
黒
ゼ
ミ
を
希
望
し
た
。

ア
メ
リ
カ
と
ハ
ワ
イ
の
両
方
を
学
ん
で

い
る
が
、
分
野
を
決
め
て
深
く
研
究
し

た
い
」
と
語
る
。

　
熱
心
に
活
動
に
取
り
組
む
ゼ
ミ
生
た

ち
に
対
し
て
目
黒
助
教
は
「
現
代
の
私

た
ち
は
歴
史
の
延
長
線
上
に
生
き
て
い

る
。
ゼ
ミ
で
の
学
び
が
、
生
き
て
い
く

た
め
の
糧
に
な
れ
ば
う
れ
し
い
」
と
今

後
の
研
究
に
期
待
し
た
。

　
理
工
学
部
食
環
境
学
科
の
阿
部
浩
之

さ
ん
（
理
工
４
・
秋
田
県
角
館
高
）
と

吉
田
茜
さ
ん
（
理
工
４
・
岩
手
県
不
来

方
高
）
は
、
山
崎
達
也
教
授
の
指
導
で

研
究
に
励
ん
で
い
る
。

　
山
崎
研
究
室
は
バ
イ
オ
エ
タ
ノ
ー
ル

を
有
効
に
活
用
す
る
た
め
の
触
媒
化
学

の
研
究
を
行
っ
て
い
る
。
バ
イ
オ
エ
タ

ノ
ー
ル
は
石
油
資
源
を
補
完
す
る
再
生

可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
資
源
の
一
つ
で
あ
る

が
、
水
や
不
純
物
が
多
く
含
ま
れ
て
い

る
た
め
、
コ
ス
ト
の
面
か
ら
十
分
に
活

用
さ
れ
て
い
な
い
。
研
究
室
で
は
、
純

度
の
低
い
バ
イ
オ
エ
タ
ノ
ー
ル
を
、
ク

リ
ー
ン
エ
ネ
ル
ギ
ー
や
化
学
原
料
に
直

接
変
換
す
る
触
媒
の
開
発
を
行
う
。

　
山
崎
教
授
は
「
学
生
と
教
員
が
一
緒

に
議
論
し
て
い
く
姿
勢
で
、
研
究
を
積

み
重
ね
て
い
る
」
と
語
る
。

　
吉
田
さ
ん
は
「
食
」
に
関
心
を
持

ち
、
食
環
境
学
科
に
入
学
し
た
。
研
究

室
で
は
ア
セ
ト
ア
ル
デ
ヒ
ド
合
成
の
研

究
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る
。「
バ
イ
オ
エ

タ
ノ
ー
ル
の
活
用
は
食
の
環
境
を
守
る

こ
と
に
も
つ
な
が
る
。
や
り
が
い
を
持

っ
た
」
と
言
う
。
就
職
は
食
品
業
界
を

目
指
し
て
い
る
。

　
研
究
室
の
学
生
は
３
年
次
生
２
人
を

含
め
全
員
で
４
人
。
吉
田
さ
ん
は
「
少

人
数
教
育
で
先
生
と
学
生
の
距
離
が
近

い
。
分
か
ら
な
い
と
こ
ろ
は
す
ぐ
質
問

で
き
ま
す
」
と
笑
顔
で
語
る
。

　
阿
部
さ
ん
は
水
素
エ
ネ
ル
ギ
ー
合
成

に
取
り
組
む
。
研
究
は
始
め
た
ば
か
り

だ
が
、
帰
宅
後
も
関
連
の
英
語
論
文
の

読
解
に
励
む
。「
触
媒
学
会
で
の
発
表

を
目
指
し
、
卒
業
研
究
に
力
を
入
れ
た

い
」
と
意
欲
を
燃
や
し
て
い
る
。

　
弓
道
部
に
所
属
し
、
人
を
支
え
る
こ

と
の
大
切
さ
を
学
ん
だ
。
卒
業
後
は
秋

田
に
Ｕ
タ
ー
ン
を
希
望
。
卒
業
研
究
と

並
行
し
て
就
職
活
動
を
行
っ
て
い
る
。

「
故
郷
・
角
館
を
離
れ
て
の
１
人
暮
ら

し
で
両
親
の
あ
り
が
た
み
と
故
郷
の
良

さ
を
改
め
て
感
じ
た
」
と
話
す
。

バ
イ
オ
エ
タ
ノ
ー
ル
有
効
活
用

阿部浩之さん 吉田茜さん

理工・食環境学科 山崎研究室

研
究
に
取
り
組
む
吉
田
さ
ん
、
阿
部
さ
ん
と
山
崎
教
授
（
左
か
ら
）

　
モ
ノ
づ
く
り
、
と
く
に
自
動
車
は
日

本
の
メ
イ
ン
産
業
。
理
工
学
部
・
川
島

純
一
研
究
室
の
４
年
次
生
４
人
は
「
電

気
自
動
車
エ
コ
ラ
ン
競
技
大
会

ｉ

ｎ

Ｓ
Ｕ
Ｇ
Ｏ
」（
８
月
31
日
〜
９
月
１

日
）
参
戦
を
目
標
に
、
力
を
合
わ
せ
て

車
両
を
製
作
中
だ
。

　
本
学
自
動
車
工
学
コ
ー
ス
は
東
北
で

唯
一
、
ガ
ソ
リ
ン
と
デ
ィ
ー
ゼ
ル
両
方

の
２
級
自
動
車
整
備
士
の
受
験
資
格
を

得
ら
れ
る
の
が
特
徴
。
４
年
次
生
は
毎

年
、
卒
業
研
究
と
し
て
エ
コ
ラ
ン
競
技

用
自
動
車
を
設
計
・
製
作
し
、
成
果
を

大
会
で
発
表
し
て
き
た
。

　
昨
年
ま
で
は
カ
ー
ボ
ン
強
化
樹
脂
に

よ
る
モ
ノ
コ
ッ
ク
ボ
デ
ィ
ー
構
造
（
ボ

デ
ィ
ー
自
体
で
強
度
や
剛
性
を
保
つ
）

と
し
て
い
た
。
し
か
し
、
十
分
な
強
度

の
確
保
や
、
ボ
ル
ト
、
ネ
ジ
穴
な
ど
の

寸
法
精
度
向
上
の
難
し
さ
と
い
っ
た
問

題
が
あ
っ
た
。
今
年
は
モ
ー
タ
ー
、
車

軸
を
ア
ル
ミ
部
材
で
結
合
す
る
サ
ブ
フ

レ
ー
ム
構
造
を
新
た
に
採
用
し
、
こ
れ

ら
の
問
題
の
解
決
を
図
ろ
う
と
し
て
い

る
。

　
研
究
リ
ー
ダ
ー
の
中
村
真
生
さ
ん

（
理
工
４
・
岩
手
県
北
上
翔
南
高
）

は
、「
川
島
先
生
か
ら
常
々
、『
自
分
た

ち
の
考
え
を
形
に
』
と
助
言
を
受
け
、

見
守
っ
て
も
ら
っ
て
い
る
。
ア
ル
ミ
部

分
の
レ
イ
ア
ウ
ト
、
配
置
は
難
し
い
」

と
知
恵
を
絞
る
。

　
大
会
は
定
量
の
バ
ッ
テ
リ
ー
で
コ
ー

ス
を
２
時
間
走
り
、
周
回
距
離
を
競

う
。
熱
い
地
面
す
れ
す
れ
、
密
閉
状
態

で
ハ
ン
ド
ル
を
握
る
ド
ラ
イ
バ
ー
は
き

つ
い
。

　「
ド
ラ
イ
バ
ー
は
、
４
人
の
中
で
一

番
体
重
の
軽
い
自
分
に
な
り
そ
う
。
目

標
は
２
０
１
２
年
度
に
一
度
達
成
し
た

優
勝
で
す
。
先
生
や
先
輩
た
ち
に
恩
返

し
が
し
た
い
」
と
、
電
装
系
の
設
計
・

製
作
を
担
う
酒
井
誓
也
さ
ん
（
理
工
４

・
福
島
県
い
わ
き
海
星
高
）
は
き
っ
ぱ

り
と
言
い
切
る
。

エ
コ
ラ
ン
競
技
用
車
両
を
製
作

中村真生さん 酒井誓也さん

理工・機械工学科 川島研究室

競
技
用
車
両
に
乗
る
酒
井
さ
ん
と
川
島
教
授
（
左
）
、中
村
さ
ん（
右
）

　「
ク
ラ
ゲ
っ
て
面
白
い
」
｜
｜
相
馬

悠
里
さ
ん
（
理
工
４
・
青
森
県
五
所
川

原
高
）
は
太
田
尚
志
研
究
室
で
ミ
ズ
ク

ラ
ゲ
の
生
態
に
つ
い
て
研
究
し
て
い

る
。
日
本
海
に
臨
む
青
森
県
深
浦
町
出

身
で
、
海
や
海
洋
生
物
を
間
近
に
見
て

育
っ
た
。
本
学
の
生
物
科
学
科
に
進

学
。
不
老
不
死
で
知
ら
れ
る
ベ
ニ
ク
ラ

ゲ
を
き
っ
か
け
に
ク
ラ
ゲ
全
般
に
興
味

を
持
ち
、
海
洋
浮
遊
生
物
学
の
太
田
研

究
室
に
入
っ
た
。

　
ミ
ズ
ク
ラ
ゲ
は
、
卵
か
ら
プ
ラ
ヌ

ラ
、
ポ
リ
プ
、
ス
ト
ロ
ビ
ラ
、
エ
フ
ィ

ラ
の
順
に
姿
を
変
え
、
成
体
と
な
る
。

相
馬
さ
ん
は
海
温
や
水
質
な
ど
の
環
境

の
変
化
が
、
エ
フ
ィ
ラ
の
拍
動
数
に
ど

の
よ
う
な
影
響
を
与
え
る
か
を
調
べ
て

い
る
。
研
究
課
題
の
エ
フ
ィ
ラ
は
、
石

巻
専
大
か
ら
車
で
20
分
ほ
ど
の
石
巻
市

万
石
浦
の
海
で
採
取
し
た
。
海
に
も
積

極
的
に
出
て
研
究
に
励
む
。

　「
キ
ャ
ン
パ
ス
が
海
に
近
く
、
実
習

は
や
り
や
す
い
。
太
田
先
生
も
、
海
洋

生
態
学
が
専
門
の
佐
々
木
洋
先
生
も
、

学
生
に
気
さ
く
に
話
し
か
け
て
く
れ
ま

す
」
と
研
究
室
の
雰
囲
気
が
や
り
が
い

に
つ
な
が
っ
て
い
る
と
明
か
し
た
。

　
将
来
は
環
境
ア
セ
ス
メ
ン
ト
に
関
わ

る
仕
事
に
就
き
た
い
と
意
欲
を
語
っ

た
。

相馬悠里さん

理工・生物科学科 太田研究室

ミズクラゲの生態を研究

　
趣
味
が
卒
業
研
究
へ
｜
｜
海
洋
生
態

学
研
究
室
（
佐
々
木
洋
教
授
）
の
加
藤

心
さ
ん
（
理
工
４
・
青
森
県
弘
前
南

高
）
が
追
う
の
は
「
地
方
固
有
種
の
存

在
」。「
サ
ン
プ
ル
数
を
増
や
し
た
い
」

と
、
フ
ィ
ッ
シ
ン
グ
愛
好
会
の
元
代
表

は
張
り
切
っ
て
い
る
。

　
ベ
ッ
コ
ウ
ゾ
イ
は
ス
ズ
キ
目
カ
サ
ゴ

亜
目
メ
バ
ル
科
。
北
海
道
か
ら
九
州
ま

で
の
浅
い
岩
礁
に
お
り
、
な
か
な
か
網

で
は
取
れ
な
い
。
魚
体
は
40
㌢
前
後
、

三
陸
沖
で
は
50
㌢
超
の
大
き
な
も
の
も

か
か
る
。

　
数
年
前
、
背
び
れ
の
ト
ゲ
の
数
の
違

う
も
の
に
先
輩
が
気
づ
き
、
調
査
に
着

手
。
加
藤
さ
ん
は
こ
の
魚
種
の
〝
３
代

目
〞
の
追
跡
者
だ
。
牡
鹿
半
島
の
周
辺

で
よ
く
あ
が
る
が
、
い
ま
の
と
こ
ろ
異

な
る
形
態
の
確
認
は
２
個
体
の
み
。

　
佐
々
木
教
授
は
「
最
低
で
も
サ
ン
プ

ル
は
20
個
体
い
る
。
場
合
に
よ
っ
て
は

遺
伝
子
解
析
も
必
要
に
な
る
」
と
厳
し

い
。

　
加
藤
さ
ん
は
「
魚
の
耳
石
解
析
で
生

存
年
数
は
分
か
る
が
、
形
態
に
違
い
が

あ
る
と
知
っ
た
と
き
は
衝
撃
で
し
た
」

と
い
う
。
就
活
の
合
間
を
縫
っ
て
海
へ

出
る
。

　
研
究
室
に
属
す
る
４
年
次
生
は
５

人
。
ス
ズ
キ
の
稚
魚
の
分
布
▽
海
を
祭

る
神
社
や
海
に
ま
つ
わ
る
民
話
の
聞
き

取
り
調
査
▽
水
中
ド
ロ
ー
ン
を
使
っ
た

底
生
生
物
の
生
態
▽
植
物
プ
ラ
ン
ク
ト

ン
の
生
産
性
と
思
い
思
い
の
研
究
に
取

り
組
ん
で
い
る
。

加藤心さん

理工・生物科学科 佐々木研究室

魚の地方固有種の存在追う
太田教授から指導を

受ける相馬さん（左）

学
外
実
習
に
も
積
極
的
な
相
馬
さ
ん（
左
）

機材を操作する加藤さん

（右）と佐々木教授

釣
り
の
腕
を
生
か
し
、
サ
ン
プ
ル
個
体
と
な
る

ベ
ッ
コ
ウ
ゾ
イ
を
釣
り
上
げ
る
加
藤
さ
ん

　
ピ
ア
ノ
が
ズ
ラ
リ
と
並
ぶ
音
楽
全
体

練
習
室
で
、
童
謡
『
森
の
く
ま
さ
ん
』

を
踊
り
な
が
ら
歌
う
｜
｜
。
演
ず
る
の

は
阿
部
周

あ
ま
ね

さ
ん
（
人
間
３
・
岩
手
県
一

関
学
院
高
）
と
矢
口
空そ

ら

汰た

さ
ん
（
人
間

３
・
山
形
県
新
庄
南
高
）。

　
人
間
学
部
人
間

教
育
学
科
の
近
藤

裕
子
ゼ
ミ
で
は
、

芸
術
や
創
作
を
幼

児
・
初
等
教
育
に

結
び
つ
け
る
活
動

を
行
う
。
絵
本
に

歌
を
付
け
る
。
ダ

ン
ス
の
振
り
付
け

を
考
え
踊
っ
て
み

る
。
琴
線
に
触
れ

た
風
景
や
人
物
を

カ
メ
ラ
で
捉
え
る

…
…
と
そ
の
手
段

は
さ
ま
ざ
ま
だ
。

近
藤
ゼ
ミ
は
今
年

度
初
の
開
講
。
１

期
生
の
２
人
は
現

在
、
後
期
の
ス
タ

ー
ト
を
前
に
自
主

ゼ
ミ
に
取
り
組
ん

で
い
る
。

　
作
曲
家
で
も
あ

る
近
藤
教
授
は
「
自
分
が
や
り
た
い
こ

と
は
何
か
を
見
つ
け
、
柔
軟
な
感
性
と

自
由
な
発
想
で
人
の
心
を
つ
か
む
こ
と

を
学
ん
で
ほ
し
い
」
と
阿
部
さ
ん
、
矢

口
さ
ん
に
呼
び
か
け
る
。

　
矢
口
さ
ん
は
、
年
の
離
れ
た
３
人
の

妹
・
弟
の
存
在
や
、
食
べ
物
の
好
き
嫌

い
を
改
善
し
て
く
れ
た
幼
稚
園
教
諭
に

影
響
を
受
け
保
育
士
を
目
指
す
。
５

月
、
故
郷
で
２
週
間
の
保
育
実
習
を
体

験
し
「
子
ど
も
た
ち
の
自
主
性
を
は
ぐ

く
む
よ
う
な
保
育
士
に
な
り
た
い
」
と

決
意
を
新
た
に
し
た
。

　
阿
部
さ
ん
も
子
ど
も
が
好
き
で
、
親

戚
か
ら
「
あ
な
た
に
向
い
て
い
る
」
と

背
中
を
押
さ
れ
、
幼
児
教
育
の
道
に
進

ん
だ
。「
近
藤
先
生
の
授
業
で
、
絵
本

『
ぐ
り
と
ぐ
ら
』
に
音
を
付
け
、
思
い

の
ま
ま
に
ピ
ア
ノ
演
奏
し
て
み
ん
な
で

大
合
奏
し
た
体
験
が
印
象
に
残
っ
て
い

ま
す
」
と
振
り
返
る
。
阿
部
さ
ん
の
原

点
だ
。「（
幼
児
教
育
は
）
私
た
ち
が
楽

し
む
こ
と
が
一
番
大
切
だ
と
思
い
ま

す
」

　
高
校
ま
で
続
け
た
柔
道
は
二
段
の
腕

前
。
今
は
休
ん
で
い
る
が
「
い
ず
れ
再

開
し
て
将
来
、
仕
事
に
も
生
か
し
た

い
」
と
笑
顔
で
話
し
た
。

阿部周さん 矢口空汰さん

人間・人間教育学科 近藤ゼミ

芸術や創作を幼児教育に

こ
め
ぼ
こ
販
売
ア
イ
デ
ア
練
る

人形を使ったダンスの振り付けを考える矢口さん、

阿部さんと近藤教授（左から）

　「
本
田
研
究
室
（
電
力
シ
ス
テ
ム
研

究
室
）
の
研
究
生
第
１
号
な
ん
で
す
」

｜
｜
い
く
ぶ
ん
緊
張
し
た
表
情
で
佐
々

木
祐
輔
さ
ん
（
理
工
４
・
岩
手
県
釜
石

高
）
は
電
力
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
シ
ス
テ

ム
の
課
題
に
向
き

合
う
。

　
水
道
、
ガ
ス
、

通
信
な
ど
と
並
ぶ

ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
で

あ
る
電
気
は
、
安

定
供
給
が
第
一
。

自
然
条
件
に
影
響

さ
れ
る
再
生
可
能

エ
ネ
ル
ギ
ー
の
発

電
割
合
が
増
え
て

く
る
と
、
周
波
数

や
電
圧
の
変
動
が

大
き
く
な
り
、
最
悪
の
場
合
、
広
域
の

大
停
電
へ
つ
な
が
る
恐
れ
が
あ
る
。

　
佐
々
木
さ
ん
は
目
下
、
パ
ソ
コ
ン
上

の
模
擬
回
路
を
使
っ
て
電
気
の
流
れ
を

解
析
（
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
）
す
る
方

法
を
習
得
中
だ
。

　
電
気
エ
ネ
ル
ギ
ー
産
業
に
関
心
を
持

ち
、
こ
の
分
野
へ
飛
び
込
ん
だ
。

　「
研
究
室
に
は
相
談
で
き
る
先
輩
も

い
な
く
て
不
安
で
し
た
。
で
も
本
田
先

生
が
マ
ン
ツ
ー
マ
ン
で
指
導
し
て
く
れ

ま
す
」

　
自
治
会
（
学
生
会
）
で
は
会
計
を
務

め
た
。
電
気
主
任
技
術
者
な
ど
の
資
格

取
得
に
も
意
欲
を
燃
や
し
、
学
生
に
人

気
の
高
い
電
力
会
社
へ
の
就
職
を
目
指

す
。

　
３
年
次
生
を
対
象
に
し
た
実
験
で
は

教
員
の
ア
シ
ス
タ
ン
ト
も
務
め
て
い

る
。
指
導
し
て
い
る
本
田
秀
樹
教
授

は
、「
成
績
は
よ
く
、
自
分
で
考
え
て

行
動
す
る
タ
イ
プ
。
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ

ン
の
ほ
か
に
文
献
調
査
な
ど
で
知
識
の

幅
を
広
げ
、
卒
業
研
究
を
ま
と
め
て
い

く
で
し
ょ
う
」と
期
待
を
寄
せ
て
い
る
。

佐々木祐輔さん

理工・情報電子工学科 本田研究室

電力システムの課題探る

鈴木舞桜さん 山野彰治さん

経営・経営学科 杉田ゼミ

安孫子由弥さん 鹿野吉平さん 熊谷涼夏さん

人間・人間文化学科 目黒ゼミ

本
田
教
授
か
ら
マ

ン
ツ
ー
マ
ン
で
電

力
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

シ
ス
テ
ム
の
指
導

を
受
け
る
佐
々
木

さ
ん
（
右
）

昨
年
７
月
の
楽
天
公
式
戦
で
販
売
ブ
ー
ス
に
立
っ
た
山
野
さ
ん
、

鈴
木
さ
ん
（
右
か
ら
）

米
国
と
ハ
ワ
イ
の
歴
史
を
討
議

目
黒
助
教
（
中
央
）
を
中
心
に
議
論
を

重
ね
る
ゼ
ミ
生

個性ある研究室・ゼミ
　石巻専修大学には、理工学部４学科（食環境、生物科、機械工、情報電子工）、経営

学部１学科（経営）、人間学部２学科（人間文化、人間教育）の７学科があり、専門性

の高い教育を行っている。学生たちは自身の興味、関心、問題意識と重なる研究室・ゼ

ミに所属し、研究に励み、社会貢献活動も行う。個性ある八つの研究室・ゼミで学んで

いる学生に、研究内容や今後の抱負などを聞いた。

石巻専修大学


